
第 16期(2026年度)日本図書館協会認定司書審査会第 1回議事録 

2025年 7月 12日(土) 

13：55～16：14 

Zoomによるオンライン会議 

審査会委員 4名出席 

事業委員会委員 8名，事務局 2名陪席 

 

資料 1  日本図書館協会認定司書審査会 

日本図書館協会認定司書事業委員会 

日本図書館協会認定司書事業委員会事務局 

資料 2  第 15期（2025年度）日本図書館協会認定司書審査会 

第 2回議事録（案）（公開用記録） 

資料 2 参考資料 同（案）（委員会事務用記録） 

資料 3  認定司書事業委員会規程 

資料 4  日本図書館協会認定司書審査要領 

資料 5  日本図書館協会認定司書の審査に関する申し合わせ 

資料 6  第 15期（2025年度）認定司書名簿及び審査（報告） 

資料 7  第 16期認定司書広報用チラシ 

資料 8  認定司書制度改革案 

資料 9-1  報道資料（第 1233号 小針望さん） 

資料 9-2  報道資料（第 1236号 萩原大介さん） 

資料 10-1 第 16 期規程類改正について 

資料 10-2 第 15期第 1回審査会終了後の審査に関する申し合わせ改正の議論 

資料 10-3 個人会費未払い者に関する第 13期審査会資料 

資料 10-4 日本図書館協会認定司書審査要領改正案 

資料 10-5 日本図書館協会認定司書の審査に関する申し合わせ改正案 

資料 10-6 第 16期規程類改正新旧対照表 

資料 11  第 16期日本図書館協会認定司書事業スケジュール（案） 

資料 12-1 申請書類一式 新規用 

資料 12-2 申請書類一式 新規用別紙 

資料 12-3 申請書類連絡先 認定更新用 

資料 12-4 申請書類連絡先 認定更新用別紙 

  



１ 認定司書審査会委員の紹介（資料 1） 

   審査会委員は以下の６名。 

糸賀  雅児 委員 

植田  佳宏 委員 

大谷  康晴 委員 

桑原  芳哉 委員（欠席） 

呑海  沙織 委員（欠席） 

鑓水 三千男 委員 

 

２ 認定司書事業委員会委員の紹介（資料１） 

   事業委員会委員は以下の 9名。 

青野  正太 委員（欠席） 

大谷  康晴 委員長 

澤谷  晃子 委員 

橘   安代 委員 

冨樫  和行 委員 

二瓶   優 委員 

長谷川 拓哉 委員 

松原  伸直 委員 

三浦 なつみ 委員 

 

３ 認定司書事業委員会事務局の紹介（資料１） 

   事務局は以下の２名。 

   角田  裕之 さん 

   三浦  敬子 さん（主担当） 

 

４ 認定司書審査会長の選任 

   糸賀委員を推す声があり、異論はなく、審査会長に選任された。 

 

５ 認定司書審査会長あいさつ 

今期が第 16期ということで、認定司書制度も軌道に乗ってきており、着実に人数が

増えてきている。認定司書が活躍する場もそれに応じて増えて来ているが、一方で全

国的に見た場合、認定司書の認知度がまだまだ高いとはいえない。全国の認定司書の

活躍が目に見える形になるよう、引き続きよろしくお願いしたい。 

 

6 第 15期認定司書審査会（第 2回）議事録の確認 



   事業委員長から、第 15 期認定司書審査会第 2 回議事録（資料 2）をもとに前回審査

会の議事について説明があった。 

 

7 規程類について 

認定司書事業委員会規程（資料 3）、審査要領（資料 4）、審査に関する申し合わせ（資

料 5）の改定について、現時点の規程類を確認した。 

 

8 報告事項 

（1） 第 15期審査結果報告（資料 6） 

『図書館雑誌』2025年 5月号に掲載された記事について報告された。 

 

（2） 第 16期認定司書広報用チラシ（資料 7） 

第 16期のチラシとして作成したデザインについて報告された。 

 

（3） 認定司書制度の改革案について（資料 8） 

大谷事業委員長から、制度検討小委員会による提案の紹介があった。資料 8 の方向

性で検討することについて了承された。主な内容は以下のとおり。 

・現行制度と比較しつつ、新制度によるキャリア構築の流れを提示している。 

・キャリアに応じた要素を設定し、各段階における維持更新を認める。また、5年を

ベースとした認定料を設定する。 

 

（4） 報道資料（資料 9-1、9-2） 

認定司書の記事 2件を紹介した。 

 

9 協議事項 

・議案 1 

規程類改正（資料 10-1～10-6） 

事業委員長から規程類改正の経緯の説明と提案がされた。主な説明点は以下のとお

り。 

・第 15 期審査会では、著作について公開を問わないことにしたが、新規申請と認定更

新のそれぞれについて場合分けを細かく記すというのが審査会委員の大勢であった

ため、それに対応した表現に改める。なお、規程類にない表現は誤解をまねくため、

改めて厳格な表現によるものを再提案した。 

・第 13 期審査会において協会個人会員と非会員の認定料について、厳格化する規程改

正がなされている（資料 10-3）。その後第 15 期審査と並行として、認定司書である

が、協会個人会員資格を喪失している人が複数生じた。それぞれ事務局として個別の



連絡を取り、意思確認を行っている。結果として 1)協会を退会して認定司書の抹消

も希望する人、2)未納分を全納して協会個人会員を継続して認定司書を継続する人、

そして 3)連絡がとれないもしくは意思表明がない人に分かれている。 

・協会を退会して認定司書の抹消も希望する人については、事務局で意思確認を行って

いるので、今後は認定司書審査会が事業委員会に確認および理事長への報告事務を

委任していただき、事業委員長から審査会への報告事項で対処する。なお、抹消希望

について書式の導入も考えられるが、厳密にすると意思表明をもらえない場合が増

えると思われるので、メールの本文等をもって証憑としたい。 

・協会個人会員資格を喪失しているのに、認定司書継続について意思表明を確認できな

い者については、確認プロセスを厳格にしてそれでも連絡が取れないものについて、

審査会で抹消について審議を行い、その結果を事業委員会が承認し、理事会に提案し、

理事会の議を経て理事長が決定するという従来からの認定・抹消のプロセスと同様

の手続きを行っていきたい。 

 

   大筋について了承され、記述の詳細については別途メーリングリストで意見を諮る

ことととなった。 

 

・議案 2 

第 16期認定司書審査スケジュール（資料 11） 

第 16期認定司書認定事業スケジュール（案）について、事業委員長から説明と提案

がされた。 

・11 月 1 日が土曜、30 日が日曜になっているが、10 月 29 日（水）から申請者番号交

付を開始する。10月 30日（木）・31日（金）は全国図書館大会。 

・10月 30日（木）は認定司書認定証交付式を全国図書館大会で実施予定。 

・第 2回審査会は共通テストを避けて 1月 10日（土）で設定している。桑原委員にも

連絡し、了承済み。 

・前回の審査会が長時間にわたったため、早めの開始になるかもしれない。 

 

スケジュールについて異論はなく、了承された。 

 

・議案 3 

申請書類の書式について（資料 12-1～12-4） 

審査書類の書式について、事業委員長から説明と提案がされた。 

・これまでは連絡先のみ削除した上で事業委員会の確認作業を行っていた。 

・今期は連絡先のファイルのみ別ファイルにして、事業委員会の確認作業では事業委員

が確認しない形で作業を進める予定。協会側でマスターデータを保管してもらう。 



 

書式について異論はなく、了承された。 

 

10 その他 

第 2回審査会について 

  2026年 1月 10日（土）に行うことを確認した。 

 


